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日中韓で現在使用される伝統医学処方の成立時期

一原典や代表的成書による比較一
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【背景・目的】 日中韓の伝統医学は、中国の古代医学を源流に持ち、薬物治療に関しては、

複数の生薬を一定の法則で組み合わせ、処方として用いることが主流である。用いられて

いる処方の大部分は中国の書籍を原典とするものである。 しかし、現代では、 日本では主

としてエキス製剤が用いられ、新たな処方が開発されない一方、中国では、中成薬として

開発され承認される方剤(処方)があるなど、様相を大きく異にしている。そこでこの3カ国

で、2017年6月末時点で、用いられている処方の成立年代について調査・比較することで、

各々の伝統医学の現状を考察した。

【方法】調査対象は、 日本：医療用漢方製剤148処方と『新一般用漢方処方の手引き』（じ

ほう,2013.以下『新手引き』）に収載される294処方。漢方処方の原典は後者に記載され

たもの、 『新手引き』に収載されてない医療用漢方処方は、発売会社のインタビューフォー

ム記載のもの。中国：中医学の代表的な教科書の『普通高等教育“十一五”国家級規則教材

方剤学』（郵中甲(編)．中国中医薬出版社,2010)、韓国：韓医学の代表的な教科書『処方剤型

学』(朴性奎,金倫慶呉明淑．永林社,2006初版） 。原典の成立年はwebsiteで調査し、中国

の王朝名で分類した。

【結果】医療用漢方製剤148処方のうち、漢代に成立したものは72処方(49%,全て傷寒論

または金置要略)と最も多く、ついで宋代24処方(16%, うち『和剤局方』16処方)、明代23

処方(16%, うち『万病回春』 l6処方)であり、清代以降の処方はなかった。また日本で成立

した処方が25処方(17%)あった。『新手引き』の294処方では、漢代の処方がll5処方(39%)

と割合が減少し、明代、 日本の処方割合が増大したが、依然として漢代の処方数が一番多

かった｡中国では､362処方中､宋代の処方が96処方(27％)と最も多く、漢代の処方は92(25％）

であった。また清代の処方が75処方(21%)、中華民国以後の近代の処方がl4処方(4%)あっ

た。日本からl処方（三子養親湯，多紀元堅.『雑病広要』,1853)が含まれていた。韓国では、

199処方中､宋代の処方が62処方(31%)と最も多く、漢代の処方は52(26%)であった｡また、

清代の処方が38処方(19%)、中華民国以後の処方が4処方(2%)あった。年代別割合は中国

のものとほぼ同様で、韓国の書籍を原典とするものはなかった。

【考察】中国と韓国で、現在用いられている処方の原典は、漢代が約25％である一方、宋

代以後近代までのものが幅広く用いられていた。一方、 日本では、医療用漢方製剤の約50％

が漢代(傷寒論,金置要略)であり、 『新手引き』でも約40％あった。 このことは、江戸後期

に生じた「古方」を主流とする日本の漢方医学の歴史や特徴を反映している。
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結 果

日中韓の伝統医学は、中国の古代医学を源流に持ち、薬物治療に関しては、複数の生薬を一定の法則で組み合わせ、処方として用いることが主流である。用いられている処方の
大部分は中国の書籍を原典とするものである。しかし、現代では、日本では主としてエキス製剤が用いられ、新たな処方が開発されない一方、中国では、中成薬のような新しい処方が
次々と生まれるなど、様相を大きく異にしている。

日本薬史学会年会 2017, 埼玉，2017.10.28

方 法

日中韓 3カ国で現在、用いられている処方
の成立年代について調査・比較することで、
各々の伝統医学の現状を比較する。

日本、中国、韓国で、表１の処方を調査対象とし、その原典と成立年代を調べた。
処方の原典は、日本のものは、「新一般用漢方処方の手引き」に記載されている書籍に記載されているものとし、それに記載されてい

ない医療用漢方製剤は、発売会社のインタビューフォームの記載によった。
中国、韓国のものは、用いた書籍に記載されている原典を用いた。

原典の成立年はwebサイトで調査し、中国の王朝名で分類した。

日中韓で現在使用される伝統医学処方の成立時期

表1 調査対象

「方剤学」は中国の中医学部で使用されている教科書（普通高等教育 “十一五” 国家級規則教材）、 「処方剤型学」は、韓国の韓医学部で使用されている教科書（慶熙大学校韓医科大学使用）

書籍名 著者 出版社 出版年 処方数

医療用漢方製剤 148

新一般用漢方処方の手引き 日本漢方生薬製剤協会  編集 じほう 2013 294

方剤学 李冀    編 中国中医薬出版社 2006 402

鄧中甲 編 中国中医薬出版社 2010 364

韓国 処方剤型学 朴性奎・金倫慶・呉明淑 圖書出版 永林社 2006 199

日本

中国

1. 日本の医療用漢方製剤 148処方（図１）のうち、漢の時代に成立したものは72処方（49%; 全て傷寒論, 金匱要略）と最も多く、ついで宋 24処方（16%;うち16処方は和剤局方）、明 23処方
（16%、うち16処方は万病回春）であり、清以降の処方はなかった。また日本で成立した処方は25処方（17%）あった。

2. 「新一般用漢方処方の手引き」294処方（図１）では、漢の処方が115処方（39%）と割合が減少し、明、日本の処方割合が増大したが、依然として漢代の処方数の割合が一番多かった。
3. 中国の「方剤学」(2006) 403処方（図2）では、宋代の処方が 108処方（27%）と最も多く、漢代の処方は98(24%)であった。清代の処方は82処方（20%）、中華民国以後の近世の処方は17

処方（4%）であった。また日本の処方が2処方 (三子養親湯、清金化痰湯) 含まれていた（双方、多紀元堅『雑病広要』1853）。この処方は、日本では現在はあまり使用されていない処方
である。

4. 中国の「方剤学」(2010) 2006版（403処方収載）から77処方が削除され、33処方が新たに収載され362処方となった。この362処方（図2）中では、宋代の処方が 96処方（27%）と最も多く、
漢代の処方は92(25%)であった。また清代の処方が75処方（21%）、中華民国以後の近世の処方が14処方（4%）あった。結果として、年代比率は「方剤学」(2006) のものと、ほぼ同じで
あった。掲載されていた日本の処方は、三子養親湯（多紀元堅『雑病広要』1853) であった。

5. 韓国の「処方剤型学」199処方（図3)中、宋代の処方が 62処方（31%）と最も多く、漢代の処方は52(26%)であった。また、清代の処方が38処方（19%）、中華民国以後の処方が4処方（2%）
あった。年代別割合は中国のものとほぼ同様であった。韓国の書籍を原典とするものはなかった。

中国と韓国で使用されている処方の成立年代は近似していたが、日本では、漢代（傷寒論/金匱要略）の処方が多く用いられ、また、我が国で作成された処方も多く用いられていた。
このことは、宋以降の中国の中国医学の考え方に対し批判的で、傷寒論/金匱要略の処方を積極的に用いた吉益東洞をはじめとする古方派の考え方が、現在の我が国の漢方処方

選択のもとになっていることを示しているものと考えられた。

表2 日中韓で用いられている処方の原典

「方剤学」(李冀(編) 2006) 「方剤学」(鄧中甲(編) 2010)「新一般用漢方処方の手引き」医療用漢方製剤 「処方剤型学」

図1 日中韓国で用いられている処方の成立年代

日本の書籍を原典とする処方
三子養親湯、清金化痰湯
（ともに多紀元堅『雑病広要』1853）

日本の書籍を原典とする処方
三子養親湯
（多紀元堅『雑病広要』1853）
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原典 成立年代 処方数 原典 成立年代 処方数 原典 成立年代 処方数 原典 成立年代 処方数 原典 成立年代 処方数

1
傷寒論/
金匱要略

漢 72 1
傷寒論/
金匱要略

漢 115 1
傷寒論/
金匱要略

漢 96 1
傷寒論/
金匱要略

漢 91 1
傷寒論/
金匱要略

漢 51

2 万病回春 明 16 2 万病回春 明 37 2 和剤局方 宋 28 2 和剤局方 宋 25 2 和剤局方 宋 20

3 和剤局方 宋 16 3 和剤局方 宋 26 3 温病条弁 清 22 3 温病条弁 清 22 3 温病条弁 清 12

4 (本朝経験方) （日本） 9 4 (本朝経験方) （日本） 13 4 丹渓心法 元 13 4 景岳全書 明 11 4 丹渓心法 元 9

5 済生方 宋 3 5 外台秘要方 唐 6 5 景岳全書 明 11 5 丹渓心法 元 11 5 小児薬証直決 宋 6




